
 
 

災害派遣用トイレコンテナの運用を開始します 

 

災害時のトイレ問題を解決するため、群馬県が導入を進めてきた災害派遣用移動式トイレコンテナが、

クラウドファンディングを通して県内外の多くの方々の支援を受けて完成し、運用を開始します。 

 

１ 運用開始・内覧会 

（１） 運用開始日 

令和７年４月１８日（金） 

（２） 設置場所 

観音山ファミリーパーク（群馬県高崎市寺尾町 1064-30） 

ぐんまこどもの国（群馬県太田市長手町 480） 

木暮組スポーツパーク赤城（群馬県渋川市赤城町北上野４４４） 

（３） 実機前での取材（１０時～１２時） 

当日１０時から１２時は、観音山ファミリーパークに設置した「トイレコンテナ」の前で取材が 

可能です。その他の時間帯は、電話等で取材対応します。 

（４） 災害派遣用トイレコンテナの概要（仕様） 

・１台あたり水洗・洋式トイレ室が２部屋 

・浄化装置を搭載 

・再生可能エネルギー蓄電システムを搭載 等 

（５） コンテナデザイン 

別紙 1 のとおり 

（６） 設置位置 

別紙２～４のとおり 

 

２ 活用方法 

（１） 災害時：被災地派遣 

災害発生時は、県内外を問わず被災地へトイレコンテナを派遣します。 

（２） 平時：県内の公園で利用 

平時は、災害時のトイレ問題を啓発するため、公衆トイレとして活用します。 

 

３ 導入の経緯 

（１） 災害時のトイレ問題の解決 

大規模災害発生時には、断水等により施設などのトイレが使用できなくなり、トイレの環境が悪化

することが想定されます。 

令和７年４月１１日 

群馬県総務部 

危機管理課 避難対策係 

電話：027-226-2373  内線：2373 



 

その結果、避難者がトイレを我慢し、水分補給や食事を控えるなどすると、エコノミークラス症候

群の発症や基礎疾患の悪化等を招き、災害関連死の増加につながることが指摘されています。 

こうした課題を踏まえて、群馬県では令和４年度にトイレトレーラーを導入し、先の能登半島地震

では、被災した石川県能登町へ派遣し、多くの被災された方にご利用いただきました。本県のトイレ

トレーラーは、被災された方から「ぐんまちゃん」と呼ばれるなど、大変親しまれ、利用された方々

からは、多くの感謝のお言葉をいただきました。 

こういったトイレトレーラーの活躍を踏まえて、さらに被災地のトイレ環境の改善を進めるため、

トイレコンテナを３台導入することとしました。 

 

（２） ふるさと納税型クラウドファンディングの実施 

・令和６年 11 月～令和７年２月の３ヶ月間に、災害派遣用移動式トイレコンテナの導入資金の一部を、

ふるさと納税型クラウドファンディングにより募集しました。 

 ・多くの方に御賛同いただき、417 万７千円（41 件）の寄附をいただきました。 

  ご協力いただきました皆様、誠にありがとうございました。 
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デザイン案　A-1　朝の山（県紋章中央下）

トイレトレーラーの図案をベースに、ぐんまちゃんのアニメのポスターのキャラクターを中央に配置した案。背景は、アニメの世界観を壊さないよう朝の山を表現しています。
キャラクター（はにわ・だるま・猫忍・チュー忍）を追加しました。
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 観音山ファミリーパーク園内図 

トイレコンテナ 
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金山総合公園 

トイレコンテナ 
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木暮組スポーツパーク赤城
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